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１ 研究の背景１．研究の背景

リンは肥料の成分として代替品の存在しない貴重な資源である。リン鉱石は数十年以内の枯渇が予想されており、枯渇は食
料生産の低下に直結する。そのため、リンを廃水などからリサイクルすることが課題になっているが、これにはエネルギーとコストがか
かり 効率的な回収方法は見つかっていない 一方 廃水からのエネルギー回収法の一つに 微生物燃料電池という技術があかり、効率的な回収方法は見つかっていない。 方、廃水からのエネルギ 回収法の つに、微生物燃料電池という技術があ
る。我々はこの技術において廃水から発電と同時にリンの除去もできる場合があることに気づいた。

２．研究の目標

微生物燃料電池におけるリン除去の詳細なメカニズムを明らかにする。また、除去したリンを効率的に回収する方法を提案する。

３．研究の特色

廃 プ あ 時 プ あ た 廃 従来技 な 備を本法は廃水処理プロセスであると同時にリン回収プロセスでもあるため、廃水からのリン回収の従来技術と異なり、回収設備を
追加するためのコストがかからない。また、廃水からエネルギーとリンを同時に回収することを可能とする技術は、世界初である。

４．将来的に期待される効果や応用分野

リン鉱石産出国は輸出に制限をかけはじめており、全量を輸入に頼っているわが国において、リン回収を行う意義は極めて大き
い。また、本研究によって得られた知識を応用することによって、廃水中のレアメタル・レアアース等の資源回収にまで発展できる
可能性がある。
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